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Y 物流センター内の 4 箇所のピッキング職場の
作業者 138名、Ｚ物流センター内の 3箇所の作業
者 92名の合計 230名を対象として 2016年 6月か
ら 10月に質問紙調査を行った。 
 回答者は、全て直接雇用のパート作業者で女性
228 名、男性 2 名である。定着率は非常に高く、
平均勤続年数は 9.0 年、平均職場経験年数は 7.5
年とベテランが多い。 
なお、ピッキングの生産性に関わる KPIとして

























表 1 質問項目の洗い出しのための枠組みと質問例（一部） 
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